




 要    約:平成 7年度に本研究班で作成した ICD10 病名データベースと、東京都母子保健

サービスセンターに登録されている過去 8年間の新生児症例から抽出した疾患データとの

比較検討を行ない、頻出病名リストの作成に関して検討し、さらに、都母子保健サービス

センターデータベースで使用されている BPA コードと ICD10 コードの異同についておよび、

病名コードを疾患データベースで利用する際の問題点に関する検討を行った。

 疾患登録に病名コードを利用してゆくに際しては、疾患名の英文・和文表記の標準化や、

疾患の診断基準の標準化が必要と考えられる。加えて、データベース利用者の利便を考え、

効率良く疾患登録を行うための頻出病名リストの提供など、データベースそのもののイン

ターフェイスにも工夫が必要と思われた。


